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【表１】 過去５年間（令和１～５年度）長時間勤務者数の推移（80時間以上）

【県立学校の状況】

〇 時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数の年度計月平均割合は、令和元年度
から令和３年度にかけて、3.9％から2.0％と減少傾向であったが、令和４年度は2.6％と
増加に転じ、令和5年度は2.6％と横ばいの状態である。

〇 学校閉庁日を設定している８月においては、年間で時間外在校等時間月80時間以上の
長時間勤務者数が最も少なくなる傾向にあり、令和５年度においては、50名（0.8％）
であった。

〇 時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数が100名未満の月は、令和４年度の
２か月から令和５年度の４か月と増加し、改善傾向がみられる。

〇 令和５年度における時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数の割合は、５月
の5.2％が最高値で令和４年度同月より0.9ポイント増加している。一方、10月の3.7％
は、令和4年度最高値だった10月の4.5％より0.8ポイント減少している。
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Ⅰ 県立学校の状況

※「割合」は、県立学校教職員約5,900人に対する構成比率

【グラフ１】 過去５年間（令和１～５年度）長時間勤務者数の推移（80時間以上）

１⃣ 過去５年間（令和１～5年度）長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）



２⃣ 令和５年度 長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）

【県立高等学校の状況】

〇時間外在校等時間が、年度計月平均45時間以上の長時間勤務者数の割合が22.2％であった。

〇時間外在校等時間が、年間360時間以上の長時間勤務者数の割合が43.4％であった。

〇時間外在校等時間月45時間以上の長時間勤務者数の割合は、５月の32.2%がピークである。
月80時間以上の長時間勤務者数は、５月の304名が最多、8月の50名が最小となっている。

〇超過在校等時間の年度計月平均時間は29.5時間で45時間未満であった。
月平均時間では、5月の36.4時間が最長となっている。
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Ⅰ 県立学校の状況
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【県立特別支援学校の状況】

〇時間外在校等時間が、年度計月平均45時間以上の長時間勤務者数の割合が2.3％であった。

〇時間外在校等時間が、年間360時間以上の長時間勤務者数の割合が9.1％であった。

〇時間外在校等時間月45時間以上の長時間勤務者数の割合は、４月の5.2%がピークとなっている。
月80時間以上の長時間勤務者数は５月、７月、11月、３月の各１名が最多、それ以外の月は各０名であった。

〇超過在校等時間の年度計月平均時間は16.4時間で45時間未満であった。
月平均時間では、 ４月の20.6時間が最長となっている。

２⃣ 令和５年度 長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）

Ⅰ 県立学校の状況



- ４ -

２⃣ 令和５年度 長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）

Ⅰ 県立学校の状況

【県立中学校の状況】

〇時間外在校等時間が、年度計月平均45時間以上の長時間勤務者数の割合が27.8％であった。

〇時間外在校等時間が、年間360時間以上の長時間勤務者数の割合が68.0％であった。

〇時間外在校等時間月45時間以上の長時間勤務者数の割合は、６月の50.0%がピークであった。
月80時間以上の長時間勤務者数は、４月の4名が最多で、8月と３月は０名であった。

〇超過在校等時間の年度計月平均時間は37.5時間と45時間未満であった。
月平均時間では、 ４月の47.1時間が最長、６月と10月はそれぞれ45.3時間、45.7時間と45時間以上であった。



【市町村立小中学校の状況】

〇 時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数の年度計月平均割合は、令和元年度 
   の5.5％から年々減少傾向にあり、令和５年度は1.9％と初めて１％台となった。

〇 学校閉庁日を設定している８月においては、年間で時間外在校等時間月80時間以上の
   長時間勤務者数が最も少なくなる傾向にあり、令和５年度においては、９名（0.1％）
   であった。

〇 時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数が100名未満の月は、令和４年度の1
   か月から令和５年度の２か月（内１か月は10名未満）となり改善傾向がみられる。

〇 令和５年度における時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数の割合は、４月
   の3.8％が最高値で令和４年度同月より1.7ポイント減少している。
    特に、全月において、時間外在校等時間月80時間以上の長時間勤務者数の割合が令和
  ４年度同月より減少している。

-５-

※「割合」：各市町村教育委員会から報告された小中学校教職員数に対する各市町村教育委員会から報告された長時間勤務者数の割合
月平均教職員数：約10,200名(Ｒ１)、約9,700名（Ｒ２）、約9,700名（Ｒ３）、約10,400名（R４）、約10,760名（R５）

Ⅱ 市町村立学校の状況

【表２】 過去５年間（令和１～５年度）長時間勤務者数の推移（80時間以上）

【グラフ２】 過去５年間（令和１～５年度）長時間勤務者数の推移（80時間以上）

１⃣ 過去５年間（令和１～5年度）長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）
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【市町村立小学校の状況】

〇時間外在校等時間が、年度計月平均45時間以上の長時間勤務者数の割合が20.3％であった。

〇時間外在校等時間が、年間360時間以上の長時間勤務者数の割合が21.6％であった。
但し、年360時間以上の長時間勤務者数が集計できていない市町村も含んだ数値である。

〇時間外在校等時間月45時間以上の長時間勤務者数の割合は、４月の35.2%がピークである。
月80時間以上の長時間勤務者数は、４月の169名が最多、8月の0名が最小となっている。

Ⅱ 市町村立学校の状況

２⃣ 令和５年度 長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）
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【市町村立中学校の状況】

〇時間外在校等時間が、年度計月平均45時間以上の長時間勤務者数の割合が29.4％であった。

〇時間外在校等時間が、年間360時間以上の長時間勤務者数の割合が26.6％であった。
但し、年360時間以上の長時間勤務者数が集計できていない市町村も含んだ数値である。

〇時間外在校等時間月45時間以上の長時間勤務者数の割合は、４月の47.3%がピークである。
月80時間以上の長時間勤務者数は、４月の240名が最多、8月の9名が最小となっている。

Ⅱ 市町村立学校の状況

２⃣ 令和５年度 長時間勤務者数の推移と超過在校等時間（月平均時間）


